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   神郷公民館 

 

人
権
標
語
（
神
郷
小
） 

自
分
ら
し
く 

あ
な
た
ら
し
く 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
合
お
う 

６
年 

山
脇 

逢
（
あ
い
） 

 

ま
ぁ
る
い
心
で 

つ
な
が
れ
ば 

 
 

大
き
く
広
が
る 

笑
顔
の
輪 

 
 

 
 

６
年 

高
橋 

こ
は
る 

神郷 校区の人口 

人口 9,421 人 

（男） 4,588 人 

（女） 4,833 人 

世帯数 4563 世帯 

令和 6年１２月末現在 

  

 

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
入
園
、
入
学
し

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
ど
う
か
温
か
い

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

              

 

祝
入
園
・
入
学 

 

神
郷
幼
稚
園 

 

男
子
４
人 

女
子
１
人 

 

計
５
人 

 

神
郷
小
学
校 

 

男
子
３９
人 

女
子
３４
人 

 

計
73
人 

 

川
東
中
学
校 

 

男
子
７８
人 

女
子
７７
人 

計
１５５
人 

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」 

新
居
浜
市
立
川
東
中
学
校 

校
長 

久
保 

善
嗣 

 

令
和
七
年
四
月
に
、
泉
川
中
学
校
よ
り
川
東
中
学
校
に
赴
任
し
て

参
り
ま
し
た
久
保
善
嗣
で
す
。
全
校
生
徒
五
〇
一
名
、
教
職
員
五
〇

名
の
市
内
で
も
最
も
大
き
い
中
学
校
と
い
う
こ
と
で
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。 

 

丘
の
上
に
あ
る
川
東
中
学
校
の
３
階
か
ら
は
、
神
郷
校
区
が
間
近

に
見
え
ま
す
。
川
東
中
学
校
区
内
に
は
、
住
宅
街
、
工
場
、
商
業
施

設
、
河
川
・
山
・
海
・
島
・
駅
・
港
と
多
様
な
施
設
や
自
然
等
が
存

在
し
て
お
り
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
上
で

よ
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
神
郷
小
学
校
区
の
皆
様
に
は
、
多

く
の
ご
協
力
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」 

新
居
浜
市
立
神
郷
小
学
校 

校
長 

小
野 

英
雄 

 

今
年
度
、
昇
任
校
長
と
し
て
神
郷
小
学
校
に
着
任
し
た
小
野
英
雄

と
申
し
ま
す
。
本
校
に
は
平
成
３０
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
教
頭

と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
温
か
な
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
学
び

と
感
謝
の
４
年
間
で
し
た
。
１５２
年
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
本
校
の
校
長

と
な
り
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

 

令
和
７
年
度
は
、
７３
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
児
童
４６２
名
、
教

職
員
５１
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
児
童
像
に
あ
る
「
胸
を
張
り 

腰
を
立
て 

大
空
を
仰
ご
う
」「
よ
り
つ
よ
く 

よ
り
ゆ
た
か
に 

よ

り
大
ら
か
に
」
を
大
切
に
し
、
地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
と
と

も
に
、
教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
年
度
も
温
か
な
御
支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

公
民
館
長
が
交
代
し
ま
し
た 

５
年
間
に
わ
た
り
神
郷
校
区
の
公
民
館
活
動
に
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
藤
井
和
晴
館
長
が
退
任
さ
れ
、
新
館
長
に
眞
木
氏
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。 

退
任
の
挨
拶 

 
 

 

前
神
郷
公
民
館
長 

藤
井 

和
晴 

 

春
暖
の
候
、
地
域
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
３
月
末
を
も
っ
て
神
郷
公
民
館
長

を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
５
年
前
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

各
事
業
が
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
各
種
団
体
、

自
治
会
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
指
導
の
お
か
げ
で
何
と
か
職

務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
公
民
館
は
、
団
体
や
個
人
が
連
携
し
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
合
で
あ
り
、
自
分
自
身
が
楽
し

む
姿
勢
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
公
民

館
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業
の
実
現
、
人
材
の
確
保
が
望
ま

れ
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
益
々
重
大
な
使
命
を
も
ち
ま
す
。
４
月
か
ら

新
館
長
を
抑
え
新
た
な
神
郷
公
民
館
の
歴
史
が
幕
を
開
け
ま
す
。
私
も
、 

今
後
は
微
力
な
が
ら
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
眞
木
新
館
長
を
中
心
に
神
郷
公
民
館
が
益
々

発
展
さ
れ
る
こ
と
と
地
域
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

５
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
合
掌 

 

就
任
の
挨
拶 

 
 
 
 

神
郷
公
民
館
長 

 

眞
木 

裕
司 

 

こ
の
た
び
神
郷
公
民
館
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
眞
木
裕
司
（
ま
き

ゆ
う
じ
）
と
申
し
ま
す
。
藤
井
前
館
長
の
後
任
と
し
て
、
こ
の
重
要
な

役
割
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。 

 

公
民
館
は
、
地
域
の
皆
様
に
学
び
と
交
流
の
場
を
提
供
し
、
地
域
の

文
化
や
伝
統
の
継
承
、
地
域
社
会
や
学
校
と
の
連
携
な
ど
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
情
報
共
有
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
非
常
時
の
防
災
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
、
自
治
会
や
各
種
団
体
と
の
協
同
事
業
を
は
じ
め
、
公
民
館

主
催
の
教
室
や
事
業
が
数
多
く
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
文
化
の
中
心
と
し
て
真
に
魅
力
あ
る
公
民
館
づ
く

り
、 

 

 

り
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
皆
様
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
公
民

館
を
目
指
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
公
民
館
を
支
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
先
輩
や
各
種
団
体
に
敬
意
を
表

し
、
今
後
も
積
極
的
な
ご
利
用
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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江戸時代寛政７年に俳人小林一茶が田の上を訪れた 

 庄屋小野家に泊まり、大勢が集まり句会が開かれた 

 

 

   

  

 

 

 寛政７年（１７９５）に俳人小林一茶が伊予を訪れ、往復途

上新居浜に立ち寄った。一茶は松山で用務を終えた後、２月帰

途についた。２２日西条の伊曽乃神社にまいり、帰りに沢津の

阿弥陀堂を訪れた。二日間泊まり俳友橘平と風交を温めた。そ

して２４日に待望の田の上の影香舎に投宿した。影香舎とは庄

屋小野彦之丞（俳号榎堂）の妻イシの俳号で小野夫婦は揃って

俳句趣味の道に豊かでありました。一茶を迎えて大勢が集まり

賑やか和やかに夜がふけるのを惜しんで句会が開かれました。 

 主人榎堂に招かれた一人に、縁戚の加藤定右衛門、俳号を武

丈と名乗り、西条明神木村の庄屋で、今の武丈公園に桜樹を植

えてその基を開いた人です。また、一茶が前夜世話になった沢

津の橘平も勿論招待されました。 

 この時代は寺社への俳諧奉納が盛んな頃で、榎堂は新居浜俳

壇の長老として願主に名を連ねており活躍のほどがしのばれま

す。元来小野家は風流人が多く、かつて一茶が小野家で句会を

開いて以来、小野一族に俳諧を志すものが多く、画中・羅月・

三千丸・夏暁・敬吾らが相次いで俳壇に躍り出ました。中でも

奇丈がすぐれていたと言われています。奇丈は、庄屋小野家の

分家に生れ、生涯を俳道にいそしみました。奇丈の句碑が田の

上大師堂の境内にあります。 

 

 

 

 

一茶が小野家に残した短冊と掛け軸、それと沢津の阿弥陀堂

の庭に建てられた一茶の句碑「長閑や雨後の縄張庭雀」、これは

小野寅吉翁の遺言により建てられたものです。 

一茶は、２月２５日、皆に見送られ、名残を惜しみながら、

次の予定の土居入野の俳友山中時風の「暁雨館」に向けて旅立

ちました。 

  神郷校区連合自治会からのお知らせ 

 5 月 18 日開催予定でした校区ふれあいスポー

ツ大会が都合により中止になりました。 

公民館いきいきセミナ―のご案内 

   国際交流事業 

 ベトナムのお話 
 ベトナム人のクイさんを講師にお迎えして 

ベトナムの文化から食生活、興味津々のお話を・・ 

お話を聞いた後はベトナム茶とお菓子をいただきます。 

  日時：6月 10日（月） 10：００～１１：３０ 

  講師：  国際交流員 レー・ティ・フオン・クイ 

  参加費：無料 

※５月１日～申込開始、定員 20名になり次第締切ります 

（申込先 神郷公民館 ℡４６-１１８１） 

 

 

  
5 月（皐月）の行事予定   
 

 
１日 （木）9:00～ 乳幼児期家庭づくり講座神郷幼稚園 
７日 （水）14:00～ 老人会長会    神郷公民館 
８日 （木）19:00～ 環境美化部定例会   〃 
１２日（月）18:00～ 新旧運審会      〃 
１３日（火）19:00～ 民児協定例会     〃  
１４日（水）19:00～ 防災部会       〃 
１６日（金）10:00～ いきいきセミナー   〃 
１７日（土）10:00～ 子ども教室    神郷小学校 
１９日（月）10:00～ 乳幼児期家庭づくり講座神郷幼稚園 
２０日（火）19:00～ 地区連絡会議      神郷公民館 
２４日（土）19:30～ 連合自治会長会    〃 
２５日（日）     神郷小学校運動会 神郷小学校 
２８日（水）19:30～ 少年補導定例会  神郷公民館 
 
   

 

 

 小林 一茶 

 
寛政７年紀行一茶の足跡（一部） 

 

  

  

        お知らせ 

 平成 14年から 22年間神郷公民館だよりに掲載していました「神郷探

訪」は残念ながら今回で終了いたします。長い間、寄稿して下さっていた

渡部強さん本当にありがとうございました。またこのシリーズを楽しみに

して下さった読者の皆様ご愛読ありがとうございました。なお 5月号から

の 1年間は、これまでの中で皆様がもう一度読みたいというリクエストに

お応えしたものを掲載予定です。 

家族・地域を守るため 

防災士資格を取得 
しませんか 

１ 日  時  

令和７年８月２日（土）９：１０～１６：５０ 

令和７年８月３日（日）９：００～１７：４０ 

※２日間全て受講が必要です。 

２ 会  場  

新居浜市消防防災合同庁舎５階 災害対策室 

３ 費  用 無料 

４ 申込方法 お住まいの地区の自治会長を通じて申し

込みをお願いいたします。 （申込み多数の場合は調整さ

せていただく場合があります。） 

５ 問合せ先 危機管理課  

６５－１２８２ 

 

 

 


